
【
研
究
ノ
ー
ト
】

戦
時
下
日
本
に
お
け
る
「
満
州
国
」
留
学
生
た
ち
の
「
修
錬
」
活
動

―
―
―

『
満
州
国
留
日
学
生
会
会
報
』
か
ら
見
る
日
本
体
験
の
一
側
面
―
―
―

見

城

悌

治

は
じ
め
に

近
代
日
本
の
ア
ジ
ア
留
学
生
の
多
数
勢
力
が
、
清
国
／
中
国
留
学
生
た
ち
で
あ
っ
た
事
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
こ
れ
ら
中
国
留

学
生
に
つ
い
て
の
歴
史
研
究
は
、
さ
ね
と
う
・
け
い
し
ゅ（

１
）う

を
そ
の
先
駆
と
し
て
、
辛
亥
革
命
期
前
後
を
中
心
に
多
く
の
成
果
が
重

ね
ら
れ
て
き
た
。
ま
た
、
戦
時
下
日
本
に
お
け
る
中
国
留
学
生
の
研
究
も
、
数
は
決
し
て
多
く
な
い
が
進
め
ら
れ
つ
つ
あ（

２
）る

。
一
九

三
〇
〜
四
〇
年
代
に
日
本
と
中
国
が
交
戦
し
て
い
る
と
い
う
困
難
な
状
況
下
で
学
び
を
継
続
し
て
い
た
留
学
生
が
い
た
こ
と
は
事
実

で
あ
り
、
そ
の
時
期
の
彼
ら
の
活
動
の
諸
相
を
明
ら
か
に
す
る
作
業
は
、
必
要
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、「
日
中
非
友
好
」
の
時
代

を
も
検
討
す
る
こ
と
で
、
近
現
代
の
日
中
交
流
を
総
体
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

筆
者
は
こ
の
間
、
①
千
葉
大
学
の
前
身
に
あ
た
る
戦
前
期
の
高
等
教
育
機
関
に
在
籍
し
て
い
た
留
学
生
の
研（

３
）究

、
②
中
国
留
学
生

の
「
日
本
体
験
」（
国
内
見
学
旅
行
に
お
け
る
「
日
本
」
観
察
の
諸
相
、
西
洋
文
化
の
一
つ
で
あ
っ
た
「
海
水
浴
体
験
」
が
も
っ
た

（１０１）



意（
４
）味

）、
③
戦
時
下
留
日
中
国
学
生
の
葛
藤
と
軋
轢
（
戦
時
下
に
お
け
る
「
夏
季
錬
成
団
」
へ
の
参
加
。
ま
た
一
九
四
〇
年
創
設
の

「
中
華
民
国
留
日
学
生
会
」
へ
の
参
加
動（

５
）員

）
等
に
つ
い
て
、
ま
と
め
て
き
た
。

し
か
し
、
そ
れ
ら
は
、
主
に
清
国
／
中
華
民
国
留
学
生
を
対
象
と
し
た
研
究
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で「
満
州
国
」留
学
生（
以
下「

」

は
原
則
と
し
て
付
け
な
い
）
に
つ
い
て
、
ほ
と
ん
ど
扱
う
こ
と
が
な
か
っ（

６
）た

。
そ
う
し
た
な
か
、
筆
者
は
、
千
葉
大
学
教
育
学
部
の

前
身
に
あ
た
る
千
葉
師
範
学
校
時
代
の
留
学
生
を
調
べ
る
な
か
、
日
中
戦
争
が
始
ま
る
一
九
三
七
年
の
四
月
に
、
千
葉
師
範
学
校
に

満
州
国
留
学
生
が
入
学
し
た
事
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
一
九
四
三
年
度
ま
で
同
校
に
総
計
一
二
名
が
入
学
し
た
こ
と
を
史
料

で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き（

７
）た

。

満
州
国
に
よ
る
留
学
生
派
遣
の
大
枠
に
つ
い
て
は
、
一
九
三
六
年
に
定
め
ら
れ
た
「
留
学
生
ニ
関
ス
ル
件
」、「
留
学
生
規
程
」、

お
よ
び
一
九
三
七
年
の
「
留
学
生
須
知
」（
一
九
四
〇
年
に
「
留
日
学
生
心
得
」
と
改
称
）
が
定
め
て
い
る
。
た
と
え
ば
、「
留
学
生

須
知
」
は
、
そ
の
「
目
的
」
に
、「
留
日
学
生
ハ
将
来
国
家
ノ
中
堅
ト
シ
テ
、
日
満
一
体
ノ
楔
子
タ
ル
ベ
キ
本
分
ヲ
自
覚
シ
、
進
ン

デ
留
学
生
ニ
関
ス
ル
諸
規
定
ヲ
実
践
シ
、
品
位
体
面
ヲ
重
ン
ジ
、
日
夜
心
身
ノ
修
錬
、
学
術
ノ
研
鑽
ニ
精
励
シ
、
以
テ
国
家
ノ
期
待

ニ
背
ク
コ
ト
ナ
カ
ル
ベ（

８
）シ

」
を
掲
げ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
満
州
国
か
ら
の
留
学
生
は
「
日
満
一
体
」
の
理
想
を
実
現
す
る
た
め
に

精
励
し
、
国
家
へ
の
貢
献
を
す
べ
き
と
強
調
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
背
景
に
は
、一
九
三
七
年
に
公
布
さ
れ
た
新
し
い「
学
制
要
綱
」（
翌
三
八
年
一
月
施
行
）が
掲
げ
る「
教
育
方
針
」が
あ
っ
た
。

日
満
一
徳
一
心
不
可
分
ノ
関
係
、
及
ビ
民
族
協
和
ノ
精
神
ヲ
体
認
セ
シ
メ
、
東
方
道
徳
、
特
ニ
忠
孝
ノ
大
義
ヲ
明
ニ
シ
テ
、

旺
盛
ナ
ル
国
民
精
神
ヲ
涵
養
シ
、
徳
性
ヲ
陶
冶
ス
ル
ト
共
ニ
、
国
民
生
活
ノ
安
定
ニ
必
要
ナ
ル
実
学
ヲ
基
調
ト
シ
テ
知
識
技
能

ヲ
授
ケ
、
身
体
健
康
ノ
保
護
増
進
ヲ
図
リ
、
以
テ
忠
良
ナ
ル
国
民
ヲ
養
成
ス
ル
ヲ
教
育
ノ
基
本
ト（

９
）ス

。
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こ
こ
に
見
る
よ
う
に
、「
日
満
一
体
」
の
精
神
の
実
態
は
、
日
本
側
に
協
力
す
る
「
国
民
精
神
」
を
養
成
す
る
と
こ
ろ
に
置
か
れ

て
い（

１０
）た

の
だ
が
、
日
本
へ
赴
く
留
学
生
も
同
様
な
任
務
を
担
う
こ
と
に
な
る
。

そ
も
そ
も
留
日
学
生
に
選
抜
さ
れ
る
た
め
に
は
、
満
州
国
民
生
部
に
よ
る
「
留
学
認
可
」
を
得
る
必
要
が
あ
り
、
ま
た
日
本
留
学

後
は
、
民
生
部
大
臣
の
厳
密
な
管
理
に
置
か
れ
、
許
可
な
く
転
校
や
転
科
を
し
た
場
合
は
、
留
学
資
格
を
取
り
消
さ
れ
る
こ
と
も

あ
っ（

１１
）た

。
た
と
え
ば
、
あ
る
年
の
「
新
留
日
学
生
を
迎
ふ
る
の
辞
」
で
、「
諸
子
は
留
学
認
可
生
と
し
て
、
日
本
に
於
け
る
勉
学
に

も
卒
業
後
の
就
職
に
も
、
政
府
の
保
証
を
得
て
極
め
て
安
全
な
る
身
分
で
あ
る
。
慣
る
る
に
従
い
て
、
心
の
緊
張
を
欠
き
、
夢
の
如

く
三
年
乃
至
六
年
を
経
過
せ
ば
悔
い
を
後
世
に
残
す
事
必
然
で
あ
る
。
心
の
油
断
を
戒
む
る
事
が
大
切
」
と
の
戒
め
が
日
本
人
か
ら

発
せ
ら
れ
る
状
況
に
あ
っ（

１２
）た

。

こ
れ
ら
満
州
国
留
学
生
を
め
ぐ
る
諸
情
報
を
掲
載
し
て
い
た
雑
誌
に
、『
満
州
国
留
日
学
生
会
会
報
』（
以
下
『
会
報
』
と
略
記
）

が
あ
る
。
こ
の
会
報
に
つ
い
て
は
、
一
九
三
六
年
三
月
か
ら
一
九
四
五
年
一
二
月
ま
で
発
行
さ
れ
て
い
た
事
が
確
認
で
き
て
い
る

が
、
残
念
な
が
ら
、
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
が
す
べ
て
揃
っ
て
い
る
訳
で
は
な
い
（
国
立
公
文
書
館
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
（
外
務

省
外
交
史
料
館
蔵
）、
東
京
都
立
図
書
館
「
実
藤
文
庫
」、
広
島
大
学
附
属
図
書
館
に
、
そ
れ
ぞ
れ
一
部
が
保
管
さ
れ
て
い
る
が
、
欠

落
号
も
少
な
く
な
い
）。
そ
う
し
た
事
情
も
あ
っ
て
か
、
こ
れ
ま
で
こ
の
『
会
報
』
を
用
い
た
研
究
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
し
か
し
な

が
ら
、
同
誌
は
満
州
国
お
よ
び
日
本
国
の
留
日
満
州
国
学
生
に
対
す
る
姿
勢
、
彼
ら
を
対
象
に
企
画
さ
れ
た
諸
行
事
、
ま
た
留
学
生

自
身
の
「
日
本
観
」
な
ど
を
め
ぐ
る
寄
稿
が
た
く
さ
ん
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
満
州
国
留
日
学
生
た
ち
の
動
態
を
知
る
た
め
の
き
わ
め

て
貴
重
な
史
料
と
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
は
、『
会
報
』
所
載
の
論
稿
の
一
部
を
用
い
て
、
戦
時
下
の
日
本
で
修
学
・
生
活
し
て
い
た
満
州
国
留
日
学
生
の

（１０３）

戦
時
下
日
本
に
お
け
る「
満
州
国
」留
学
生
た
ち
の「
修
錬
」活
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満
州
国
留
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学
生
会
会
報
』か
ら
見
る
日
本
体
験
の
一
側
面
―
―
―



諸
相
、
そ
し
て
彼
ら
の
「
日
本
体
験
」
の
一
端
を
示
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
い
。

一．

留
日
中
国
学
生
た
ち
の
海
水
浴
体
験
と
「
銷
夏
団
」

「
満
州
国
」
が
「
建
国
」
さ
れ
た
の
は
、
一
九
三
二
年
三
月
で
あ
っ
た
。
こ
の
年
「
満
州
」
地
域
か
ら
日
本
に
や
っ
て
き
て
い
た

中
華
民
国
留
学
生
数
は
、
三
一
一
名
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
急
増
し
、
一
九
三
五
年
か
ら
は
、
駐
日
満
州
国
大
使
館
が
『
満

洲
国
留
日
学
生
録
』
を
発
刊
す
る
よ
う
に
な
る
。
以
後
、
学
生
録
は
一
九
四
三
年
発
刊
版
ま
で
確
認
で
き
て
い
る
（
四
二
年
版
は
不

明
）
が
、
そ
こ
に
挙
げ
ら
れ
た
数
値
を
左
表
に
掲
げ
た
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
一
九
三
七
年
の
二
〇
一
七
名
を
ピ
ー
ク
と
し
、
増
減
は

あ
る
が
、
一
九
四
三
年
ま
で
千
数
百
名
が
日
本
で
の
学
び
を
続
け
て
い
た
の
で
あ（

１３
）る

。

こ
う
し
た
な
か
、
一
九
三
六
年
六
月
、「
満
州
国
留
日
学
生
会
」
が
誕
生
し（

１４
）た

。「
満
州
国
建
国
」
か
ら
四
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
会
の
背
後
に
は
、
満
州
国
大
使
館
、
満
州
国
協
和
会
、
日
本
陸
軍
、
日
本

文
部
省
な
ど
が
い
て
、
ま
さ
に
「
日
満
一
体
」
の
支
援
の
下
で
創
設
さ
れ
た
団

体
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
留
日
学
生
は
、
満
州
国
の
将
来
を
担
い
、
満
州
と
日

本
の
架
け
橋
と
な
る
事
を
大
い
に
期
待
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
た
め
の

「
六
大
精
神
綱
領
」
な
る
も
の
が
、
学
生
会
設
立
時
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、（
一
）
吾
等
ハ
国
家
的
精
神
ニ
透
徹
セ
ン
コ
ト
ヲ
期
ス
、（
二
）
吾
等

ハ
日
満
両
国
一
体
ノ
精
神
ヲ
堅
持
セ
ン
コ
ト
ヲ
期
ス
、（
三
）
吾
等
ハ
民
族
協

表：『満洲国留日学生録』に
みる「満州国留日学生数」

留学生数

１，２６９名

１，８６７名

２，０１７名

１，５１９名

１，３２５名

９３３名

１，２５９名

１，００４名

年 次

１９３５年

１９３６年

１９３７年

１９３８年

１９３９年

１９４０年

１９４１年

１９４３年
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和
精
神
ヲ
具
現
セ
ン
コ
ト
ヲ
期
ス
、（
四
）
吾
等
ハ
犠
牲
奉
公
ノ
精
神
ヲ
発
揚
セ
ン
コ
ト
ヲ
期
ス
、（
五
）
吾
等
ハ
団
体
的
精
神
ヲ
養

成
セ
ン
コ
ト
ヲ
期
ス
、（
六
）
吾
等
ハ
勤
労
精
神
ヲ
涵
養
セ
ン
コ
ト
ヲ
期
ス
、
の
六
つ
で
あ（

１５
）る

。

留
日
学
生
会
は
、
こ
の「
精
神
」を
学
生
た
ち
に
体
得
さ
せ
る
べ
く
、
様
々
な
企
画
を
行
っ
て
い
く
の
で
あ
る
が
、
そ
の
一
つ
に
、

夏
・
冬
の
休
暇
中
に
お
け
る
留
学
生
に
対
す
る
修
錬
活
動
の
実
施
が
あ
っ
た
。
同
時
代
の
「
中
華
民
国
」
留
日
学
生
に
対
し
て
は
、

日
華
学（

１６
）会

が
、
一
九
二
三
年
か
ら
千
葉
県
館
山
町
に
恒
常
的
な
施
設
を
設
け
、
す
で
に
、「
銷
夏
団（
消
夏
団
）」を
実
施
し
て
い
た
。

こ
の
団
で
は
、
毎
夏
四
〇
日
余
り
の
期
間
に
、
百
名
を
越
え
る
留
学
生
が
、
猛
暑
の
東
京
を
避
け
、
日
本
語
補
習
等
の
講
義
も
受
け

な
が
ら
、
南
房
総
で
水
泳
を
楽
し
ん
で
い
た
の
で
あ（

１７
）る

。
こ
れ
ら
「
中
華
民
国
」
学
生
の
中
に
は
、
も
ち
ろ
ん
東
北
地
域
（「
満
州
」

地
域
）
出
身
の
学
生
も
含
ま
れ
て
い
た
の
だ
が
、
一
九
三
二
年
以
降
は
、「
満
州
国
」
留
学
生
ゆ
え
、
枠
外
と
さ
れ
て
し
ま
う
。

し
か
し
、
人
気
が
あ
っ
た
銷
夏
団
を
実
施
し
な
い
と
い
う
選
択
を
取
る
理
由
も
な
く
、
そ
れ
に
倣
っ
た
「
満
州
国
留
日
学
生
銷
夏

団
」
が
、「
建
国
」
の
翌
年
に
あ
た
る
一
九
三
三
年
に
、
千
葉
県
富
浦
海
岸
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。
初
年
度
は
二
十
余
名
の
参
加
に

留
ま
っ
た
が
、
翌
年
は
四
十
名
に
増
え
、
さ
ら
に
三
五
年
の
銷
夏
団
は
宿
舎
が
足
り
な
く
な
る
ほ
ど
で
、「
参
加
を
断
っ
た
多
数
の

留
学
生
が
炎
暑
の
東
京
に
取
り
残
さ
れ
た
の
は
、
遺
憾
」と
の
反
省
さ
え
な
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
い
ず
れ
の
銷
夏
団
に
お
い
て
も
、

富
浦
町
や
千
葉
県
が
歓
迎
会
の
開
催
、
ス
ポ
ー
ツ
や
演
芸
を
通
じ
た
懇
親
会
を
積
極
的
に
設
け
、
相
互
交
流
に
大
変
意
義
が
あ
っ

た
、
と
留
学
生
会
側
は
評
価
お
よ
び
自
賛
を
し
て
い（

１８
）る

。

学
生
会
が
発
足
し
た
一
九
三
六
年
に
も
、「
富
浦
銷
夏
団
」
が
第
一
期
（
七
月
十
五
日
か
ら
三
十
日
）、
第
二
期
（
八
月
一
日
か
ら

十
五
日
）
に
分
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
実
施
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
参
加
費
は
一
期
十
五
円
、
途
中
参
加
者
は
一
日
一
円
五
十
銭

の
支
弁
が
求
め
ら
れ
て
い（

１９
）た

。
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二．

長
期
休
暇
に
お
け
る
「
修
錬
」
活
動
へ
の
発
展
―
一
九
三
七
年
度
「
修
錬
」
の
あ
ら
ま
し

こ
の
よ
う
な
前
史
が
あ
っ
た
も
の
の
、
満
州
国
留
日
学
生
会
は
、
一
九
三
七
年
度
か
ら
、「
銷
夏
団
」
の
呼
称
を
止
め
、「
夏
期
修

錬
」
と
し
て
再
始
動
さ
せ
て
い（

２０
）く

。
さ
ら
に
は
「
冬
期
修
錬
」
も
正
式
な
活
動
と
し
て
加
え
て
い
く
。
同
年
七
月
に
正
文
化
さ
れ
た

「
夏
期
修
錬
規
程
」の
第
一
条
に
は
、「
夏
期
修
錬
ハ
別
ニ
定
ム
ル
所
ニ
依
リ
、
夏
期
休
暇
ニ
留
日
学
生
ヲ
集
合
シ
テ
山
嶽
修
錬
団
、

海
浜
修
錬
団
及
田
園
修
錬
団
ヲ
組
織
シ
テ
、
各
団
修
錬
日
課
ニ
依
リ
、
身
心
ヲ
鍛
錬
陶
冶
シ
、
留
学
生
指
導
要
綱
ニ
定
ム
ル
六
大
精

神
ヲ
養
成
ス
ル
コ
ト
ヲ
目
的
ト
ス
」
と
あ
っ（

２１
）た

。

「
六
大
精
神
」（
前
述
）
を
養
成
す
る
た
め
、
海
浜
の
み
な
ら
ず
、
山
嶽
、
田
園
の
三
タ
イ
プ
の
「
修
錬
」
を
行
お
う
と
い
う
の
で

あ
る
が
、
一
体
ど
の
よ
う
な
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
。
ま
ず
、
初
年
度
（
一
九
三
七
年
度
）
の
実
施
概
要
を
確
認
し
て
い

き
た
い
。

「
田
園
修
錬
」
は
、「
団
体
的
精
神
の
涵
養
乃
至
勤
労
精
神
涵
養
の
為
最
も
有
効
な
修（

２２
）錬

」
と
位
置
付
け
ら
れ
、
茨
城
県
の
「
友
部

国
民
高
等
学（

２３
）校

」
に
て
一
週
間
行
わ
れ
た
（
参
加
者
一
六
名
）。
主
催
者
側
の
自
己
評
価
に
よ
れ
ば
「
恵
ま
れ
た
家
庭
に
成
人
し
、

補
助
費
に
依
り
留
学
す
る
温
室
育
ち
の
学
生
に
と
っ
て
は
、
酷
暑
の
下
、
流
汗
淋
漓
た
る
伐
木
作
業
、
除
草
作
業
等
は
、
最
初
の
う

ち
は
多
大
の
苦
痛
を
与
へ
た
が
、
批
判
を
下
す
余
地
を
与
へ
な
い
労
苦
の
連
続
は
、
自
ら
に
し
て
清
ら
か
な
没
我
の
精
神
を
呼
び
起

し
、
労
作
修
了
後
の
快
味
謂
ふ
べ
く
も
無
く
、
学
生
に
自
然
の
中
に
自
ら
教
訓
を
自
得
せ
し
む
る
事
が
出
来
た
」
と
さ
れ
る
。「
温

室
育
ち
」
の
留
学
生
た
ち
に
「
六
大
精
神
」
の
一
つ
で
あ
る
「
勤
労
精
神
」
を
注
入
す
る
に
は
、「
苦
痛
」
を
伴
う
「
田
園
修
錬
」

が
最
適
で
あ
る
と
の
理
解
で
あ
っ
た
。
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次
い
で
、「
山
嶽
修
錬
」
は
、
富
士
山
麓
山
中
湖
畔
で
二
期
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
一
週
間
ず
つ
行
わ
れ
た
（
参
加
者
は
四
二
名

と
二
三
名
）。
富
士
登
山
を
最
終
目
的
と
す
る
こ
の
修
錬
は
、「
午
前
五
時
の
起
床
か
ら
午
后
九
時
の
就
寝
時
に
至
る
迄
、
寸
暇
の
遅

緩
な
く
」、「
厳
粛
を
極
め
る
も
の
で
あ
っ
た
」
と
い
う
。

最
後
に
「
海
浜
修
錬
」
で
あ
る
が
、
既
に
四
年
間
続
け
て
い
た
「
銷
夏
団
」
と
同
じ
地
で
あ
る
千
葉
県
富
浦
海
岸
で
三
期
に
わ
た

り
、
そ
れ
ぞ
れ
一
一
日
ず
つ
実
施
さ
れ
た
（
参
加
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
四
六
名
、
三
一
名
、
二
二
名
）。「
富
浦
は
風
光
明
媚
人
情
純
朴

に
し
て
、
町
民
有
志
一
般
は
留
学
生
に
対
し
、
特
別
な
る
理
解
と
好
意
を
有
し
、
付
近
に
は
修
錬
の
障
碍
に
な
る
不
健
全
な
店
舗
等

も
な
く
、
海
岸
線
は
頗
る
変
化
に
富
み
、
絶
好
な
海
浜
修
錬
場
で
あ
」
り
、「
山
嶽
同
様
な
団
規
は
厳
重
に
守
ら（

２４
）れ

」
た
と
捉
え
ら

れ
て
い
た
。
他
の
二
者
に
比
し
、
海
浜
修
錬
の
参
加
人
数
は
多
く
、
三
つ
の
選
択
で
は
、
最
も
取
り
組
み
や
す
い
修
錬
だ
と
学
生
側

が
認
識
し
た
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
（
こ
の
点
、
後
述
）。

な
お
、『
満
州
国
留
日
学
生
会
会
報
』
に
は
、
修
錬
を
体
験
し
た
参
加
学
生
の
事
後
の
「
感
想
」
が
し
ば
し
ば
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
多
く
は
、「
感
動
し
た
」
と
い
っ
た
類
の
模
範
作
文
で
あ
っ
た
が
、
時
に
は
主
催
者
側
に
改
善
を
求
め
る
よ
う
な
「
批
判

的
言
辞
」
も
収
録
さ
れ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
第
一
回
の
「
田
園
修
錬
」
に
対
し
て
は
、「
今
度
の
集
団
は
将
来
、
満
州
国
に
お
い

て
終
身
献
身
的
に
国
家
の
中
堅
と
な
っ
て
働
く
べ
き
同
一
使
命
と
同
一
理
想
と
を
有
す
る
学
生
諸
氏
で
あ
る
と
言
う
意
味
か
ら
、
も

少
し
満
州
国
自
体
を
中
心
と
し
た
講
話
が
欲
し
い
と
思
い
ま
す
」と
の
意
見
が
提
出
さ
れ
て
い
た
。
柔
ら
か
な
物
言
い
で
は
あ
る
が
、

あ
ま
り
に
「
日
本
」
中
心
的
な
講
義
が
展
開
さ
れ
た
事
へ
の
批
判
が
含
意
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
周
辺
の

「
模
範
農
村
」
の
見
学
が
で
き
る
と
期
待
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、「
一
週
間
の
間
、
完
全
に
そ
の
学
校
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
一
歩
も

他
所
へ
出
ら
れ
な
か
っ
た
」。
日
本
人
修
錬
生
が
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
接
触
の
機
会
が
ほ
と
ん
ど
な
く
「
日
満
一
体
」
に
な
ら
な

（１０７）
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か
っ
た
等
の
不
満
も
活
字
に
な
っ
て
い（

２５
）る

の
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
の
「
修
錬
」
は
次
第
に
参
加
が
半
ば
義
務
化
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
、「
左
掲
、
康
徳
五
年
度

（
一
九
三
七
年
度
）
卒
業
予
定
ノ
留
日
学
生
（
引
用
者
注
―
三
十
名
の
実
名
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
）
ハ
本
年
度
夏
期
修
錬
ニ
参
加
セ

ザ
リ
シ
ニ
依
リ
、
別
記
要
項
ノ
冬
期
修
錬
ニ
参
加
ス
ベ
シ
。
若
シ
正
当
ノ
理
由
ニ
基
ヅ
ク
届
出
ニ
ヨ
ル
当
館
ノ
許
可
無
ク
シ
テ
、
更

ニ
参
加
セ
ザ
ル
者
ハ
、
当
館
ノ
指
導
上
ノ
命
ニ
服
セ
ザ
ル
者
ト
シ
テ
相
当
ノ
処
分
ヲ
ナ
ス
ベ（

２６
）シ

」
と
の
警
告
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
明
ら
か
と
な（

２７
）る

。

欠
席
者
の
参
加
が
促
さ
れ
た
冬
期
修
錬
は
、
一
九
三
八
年
の
一
月
四
日
か
ら
十
一
日
ま
で
、
埼
玉
県
秩
父
町
の
「
秩
父
織
物
組
合

工
民
道
場
」
で
開
催
さ
れ
た
。
こ
ち
ら
の
修
錬
を
め
ぐ
る
報
告
書
に
は
、「
種
々
な
個
人
的
都
合
に
依
り
、
修
錬
生
活
参
加
の
特
典

に
与
り
得
な
か
っ
た
留
日
学
生
及
自
由
参
加
学
生
二
十
四
名
」
の
リ
ス
ト
が
掲
載
さ
れ
て
い（

２８
）る

。
し
か
し
、
先
に
要
参
加
者
と
さ
れ

た
三
十
名
の
名
前
と
照
ら
し
て
み
る
と
、
名
指
し
さ
れ
た
三
十
名
の
内
、
十
六
名
し
か
集
ま
っ
て
い
な
い
こ
と
が
判
明
す
る
。「
相

当
ノ
処
分
」
と
い
う
強
い
言
葉
が
用
い
ら
れ
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
半
数
が
欠
席
し
た
こ
と
は
、
修
錬
に
対
す
る
不
満
が
、
彼
ら

の
中
に
存
在
し
て
い
た
事
を
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

な
お
、「
冬
期
修
錬
団
が
秩
父
山
麓
に
於
て
、
猛
修
錬
を
決
行
し
つ
つ
あ
る
時
に
、
一
般
の
学
生
会
館
在
籍
者
が
正
月
気
分
に
陶

然
た
る
は
感
心
す
べ
か
ら
ざ
る
に
依
り
、
一
つ
に
は
強
行
軍
を
、
二
つ
に
は
国
防
思
想
普
及
を
目
的
と
し
て
、
中
島
飛
行
機
製
作
所

及
熊
谷
三
尻
陸
軍
飛
行
場
に
冬
期
修
錬
旅
行
を
挙
行
す
」
と
の
や
や
有
難
迷
惑
な
企
画
が
、
一
月
九
日
か
ら
十
日
に
か
け
て
実
施
さ

れ
て
い
る
。
参
加
し
た
の
は
、
学
生
会
館
在
住
者
に
一
般
学
生
を
加
え
た
十
八
名
で
、「
国
防
思
想
」
に
係
る
飛
行
機
関
連
の
二
ヶ

所
見
学
以
外
に
、
群
馬
県
の
高
山
彦
九
郎
神
社
、
埼
玉
県
の
大
宮
氷
川
神
社
の
参
詣
も
併
せ
て
行
わ
れ
て
い（

２９
）る

。
こ
ち
ら
は
、「
日
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本
精
神
」（
後
述
）
を
知
ら
し
め
る
一
環
と
し
て
の
訪
問
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

三．

識
者
に
よ
る
講
義
内
容
へ
の
不
満
―
一
九
三
八
年
度
「
修
錬
」
の
あ
ら
ま
し

一
九
三
八
年
度
の
夏
期
修
錬
は
、「
田
園
修
錬
」
が
七
月
十
一
日
か
ら
二
十
日
ま
で
を
第
一
期
、
九
月
一
日
か
ら
十
日
ま
で
を
第

二
期
と
し
、
千
葉
県
松
戸
の
千
葉
高
等
園
芸
学
校
（
現
千
葉
大
学
園
芸
学
部
）
お
よ
び
茨
城
県
友
部
の
国
民
高
等
学
校
で
行
わ
れ
た

（
各
期
定
員
五
十
名
）。
ま
た
「
山
嶽
修
錬
」
は
、
七
月
十
一
日
か
ら
二
十
日
ま
で
を
第
一
期
、
七
月
二
十
一
日
か
ら
三
十
日
ま
で

を
第
二
期
と
し
、
富
士
山
麓
山
中
湖
畔
に
て
各
期
五
十
名
で
実
施
さ
れ
、
さ
ら
に
「
海
浜
修
錬
」
に
つ
い
て
は
、
山
嶽
修
錬
と
同
じ

時
期
の
二
回
の
実
施
に
加
え
、
八
月
一
日
か
ら
八
月
末
日
ま
で
を
「
特
別
班
」と
し
て
、富
浦
海
岸
で
行
わ
れ
た（
各
期
定
員
五
十（

３０
）名

）。

一
方
、
冬
期
修
錬
は
、
十
二
月
二
十
一
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で
の
八
日
間
、
東
京
の
「
乃
木
山
日
本
青
年
館
道
場
」
お
よ
び
茨
城

県「
内
原
満
蒙
開
拓
青
少
年
義
勇
軍
訓
練
所
」の
二
ヶ
所
に
分
か
れ
て
行
わ
れ
た（
前
者
は
三
十
一
名
、
後
者
は
百
六
十
名
が
参
加
）。

後
者
で
実
施
し
た
意
図
に
つ
い
て
は
、「
目
下
全
国
乃
至
国
際
的
に
な
っ
て
い
る
国
策
策
源
地
と
し
て
の
訓
練
所
で
あ
る
。
そ
の
訓

練
の
精
神
と
形
式
と
の
徹
底
せ
る
（
略
）
訓
練
の
実
を
経
験
体
得
せ
ん
と
す（

３１
）る

」
た
め
と
さ
れ
た
。

前
者
の
乃
木
山
冬
期
修
錬
は
、
明
治
神
宮
清
掃
等
の
勤
労
奉
仕
の
ほ
か
、
参
加
者
に
よ
る
座
談
会
、
識
者
に
よ
る
講
演
会
な
ど
が

行
わ
れ
た
。
国
学
院
大
学
学
長
・
河
野
省
三
に
よ
る
講
演
「
日
本
精
神
に
就
て
」
を
聞
い
た
あ
る
学
生
は
、
河
野
が
「
日
本
精
神
は

明
治
神
宮
へ
参
拝
す
れ
ば
、
自
ら
感
激
し
得
る
も
の
で
あ
る
」と
、
日
本
精
神
体
得
の
具
体
的
方
策
を
説
明
し
た
こ
と
を
受
け
、「
神

聖
な
る
神
宮
を
自
分
が
今
参
拝
し
て
い
る
の
だ
、
と
考
へ
れ
ば
、
確
か
に
身
に
迫
る
様
な
も
の
が
あ
る
」
と
の
共
感
を
示
し
た
。
さ
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ら
に
彼
は
「
苟
も
科
学
者
た
ら
ん
と
す
る
も
の
は
精
神
的
な
も
の
と
実
験
台
で
奇
麗
に
証
明
し
得
る
も
の
と
の
間
の
関
係
を
明
ら
か

に
し
、
そ
れ
を
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
と
思
ふ
（
略
）
我
々
は
真
に
自
分
の
研
究
に
助
力
し
て
呉
れ
る
神
を
信
ず
べ
き
で
あ

る
。
そ
の
神
は
確
か
に
存
在
す
る
。
し
か
も
、
そ
の
神
の
力
な
く
し
て
は
、
発
明
は
出
来
な
い
の
で
あ
る
。
日
本
で
は
そ
れ
を
日
本

精
神
と
云
っ
て
い
る
で
せ（

３２
）う

」
と
整
理
し
た
。
未
来
の
科
学
者
た
る
べ
き
自
身
の
思
想
信
条
と
「
日
本
精
神
」
体
得
を
ど
の
よ
う
に

両
全
さ
せ
る
べ
き
か
。
真
面
目
に
追
究
し
よ
う
と
し
た
葛
藤
が
窺
え
る
文
章
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
別
の
学
生
は
、
こ
の
修
錬
参
加
が
「�
青
白
き
イ
ン
テ
リ
�
と
言
わ
れ
る
ご
と
く
、
頭
脳
労
働
を
高
く
評
価
し
、
肉
体

労
働
を
軽
視
し
て
い
た
自
身
の
考
え
を
変
え
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
」
と
、
あ
る
側
面
は
評
価
す
る
も
の
の
、
用
意
さ
れ
た
様
々
な

講
義
に
つ
い
て
は
、「
産
業
、
軍
事
講
話
は
斯
界
の
専
門
家
が
、
我
々
に
最
も
密
接
な
関
係
あ
る
具
体
的
な
問
題
に
就
い
て
講
話
し

て
下
さ
っ
た
の
で
、
興
味
深
く
聞
く
事
が
出
来
、
大
変
有
益
で
あ
っ
た
。
し
か
し
精
神
講
話
は
話
が
余
り
に
抽
象
的
、
特
殊
的
な
事

で
あ
り
、
理
論
そ
の
も
の
に
も
少
か
ら
ず
矛
盾
及
難
解
の
点
が
あ
る
の
で
、
私
に
は
何
等
感
銘
さ
へ
も
与
へ
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ

（
３３
）た

」
と
、
批
判
的
な
意
見
を
吐
露
す
る
に
至
っ
た
。

先
の
学
生
が
、
講
演
内
容
と
「
科
学
」
的
思
考
と
を
苦
労
し
て
結
ぼ
う
と
し
て
い
た
事
に
比
す
れ
ば
、
こ
ち
ら
の
方
が
よ
り
率
直

か
つ
素
朴
な
感
想
に
思
え
る
。
留
日
学
生
が
体
得
す
べ
き
「
六
大
精
神
」
の
一
番
目
に
は
、「
国
家
的
精
神
ニ
透
徹
」
す
る
事
が
置

か
れ
て
い
た
。
日
本
側
と
し
て
み
れ
ば
、「
国
家
的
精
神
」
の
最
た
る
も
の
が
「
日
本
精
神
」
で
あ
る
と
強
弁
し
、
満
州
学
生
た
ち

に
そ
れ
を
理
解
し
て
欲
し
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、「
透
徹
」
さ
せ
る
こ
と
は
決
し
て
容
易
な
作
業
で
は
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。 千

葉
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四．

満
州
国
に
お
け
る
「
国
内
修
錬
」
の
実
施
―
一
九
三
九
年
度
か
ら
一
九
四
二
年
度
ま
で
の
あ
ら
ま
し

「
は
じ
め
に
」
で
も
記
し
た
が
、『
満
州
国
留
日
学
生
会
会
報
』
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
は
完
備
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
一
九

三
九
年
度
後
半
分
は
、
現
状
で
「
欠
号
」
状
態
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
た
め
残
念
な
が
ら
三
九
年
度
の
「
修
錬
」
の
実
態
を
確
認
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
謝
廷
秀
編
『
満
洲
国
学
生
日
本
留
学
拾
年
史
』（
一
九
四
二
年
）
に
、
一
九
三
九
年
度
の
概
要
が

載
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
そ
こ
か
ら
の
復
元
は
可
能
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
山
嶽
修
錬
」
は
、
山
梨
県
八
ケ
岳
山
麓
で
、
七
月
十

四
日
か
ら
八
月
二
十
四
日
ま
で
、
各
々
十
日
あ
ま
り
四
期
に
わ
た
っ
て
実
施
さ
れ
た
。「
海
浜
修
錬
」
は
、
富
浦
海
岸
を
離
れ
、
静

岡
県
駿
東
郡
静
浦
海
岸
（
現

沼
津
市
）
で
、
七
月
十
一
日
か
ら
二
十
日
ま
で
実
施
さ
れ
、
七
一
名
が
参
加
し
た
。
一
方
、
冬
期
修

錬
は
、
第
一
日
目
は
宮
城
外
苑
、
二
日
目
以
降
は
、
茨
城
県
内
原
の
「
満
蒙
青
少
年
義
勇
軍
訓
練
所
」
に
て
、
十
二
月
二
十
四
日
か

ら
二
十
九
日
ま
で
一
二
九
名
の
参
加
を
得
て
行
わ
れ（

３４
）た

。
以
上
で
あ
る
。

一
九
四
〇
年
度
の
三
つ
の
修
錬
に
つ
い
て
は
、
再
び
『
会
報
』
か
ら
、
そ
の
実
相
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、「
山
嶽

修
錬
」は
、
山
梨
県
八
ケ
岳
山
麓
の「
満
州
国
留
日
学
生
修
錬
道
場
」に
て
、
十
日
間
の
日
程
で
、
七
月
十
一
日
開
始
の
一
期
か
ら
、

都
合
四
期
に
わ
た
り
行
わ
れ
た
。
第
二
期
「
修
錬
」
に
参
加
し
た
学
生
は
、『
会
報
』
に
寄
せ
た
「
感
想
」
に
お
い
て
、「
学
校
で
習
っ

た
も
の
、
或
は
書
物
か
ら
知
っ
て
居
た
も
の
は
、
観
念
に
陥
っ
て
応
用
実
践
の
機
会
が
な
い
。
留
学
生
と
し
て
の
理
想
た
る
六
大
精

神
の
綱
領
も
、
平
常
に
於
い
て
は
実
際
的
に
履
行
せ
ら
れ
る
も
の
で
も
な
い
。
こ
の
訓
練
に
於
い
て
根
本
的
に
そ
の
真
義
を
体
得

し
、
真
実
の
生
活
に
応
用
し
、
実
践
せ
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
之
を
以
て
基
礎
と
し
、
こ
の
理
念
に
準
じ
て
以
後
の
生
活
を
営
ん
で
行

く
べ
き
で
あ（

３５
）る

」
と
書
い
た
。
す
な
わ
ち
、
修
錬
で
得
る
と
こ
ろ
が
著
大
で
あ
っ
た
事
を
強
調
し
て
い
る
訳
だ
が
、
逆
に
、
日
常
生
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活
で
は
な
か
な
か
「
応
用
実
践
」
す
る
機
会
が
な
い
、
と
い
う
本
音
も
透
け
て
見
え
る
だ
ろ
う
。「
六
大
精
神
」
の
内
容
に
つ
い
て

は
既
に
紹
介
し
た
が
、
修
錬
へ
の
参
加
は
留
学
中
一
回
程
度
で
あ
っ
た
は
ず
で
、
日
常
的
に
（
あ
る
い
は
ま
た
最
終
的
に
）
こ
れ
ら

の
精
神
を
貫
徹
さ
せ
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
逆
に
訴
え
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

一
方
、「
海
浜
修
錬
」
は
再
び
千
葉
県
富
浦
海
岸
に
戻
り
、
一
〇
日
間
開
か
れ
た
が
、「
本
年
度
新
留
日
学
生
は
全
員
海
浜
修
錬
に

参
加
せ
し（

３６
）む

」
と
い
う
方
針
が
出
さ
れ
た
た
め
、
一
二
〇
名
も
が
参
加
し
た
。「
海
に
恵
ま
れ
ぬ
吾
国
留
学
生
を
し
て
、
日
本
留
学

の
初
年
度
に
於
て
之
れ
を
海
浜
に
集
め
、
起
居
の
間
悠
大
な
る
大
洋
の
姿
に
浸
り
、
厳
正
な
る
集
団
訓
練
の
中
、
自
ら
海
国
日
本
の

精
神
を
体
得
せ
し
む
る
こ
と
は
、
誠
に
意
義
深
く
、
学
生
の
肝
銘
亦
強
き
も
の
あ
る
べ（

３７
）し

」
と
い
う
の
が
、
主
催
者
側
の
言
い
分
で

あ
っ
た
。
近
代
日
本
社
会
に
お
い
て
、
海
水
浴
が
一
般
化
し
て
い
く
の
は
、
日
清
日
露
戦
争
を
経
る
中
で
、
軍
国
主
義
的
風
潮
と

「
海
国
日
本
」
と
い
う
呼
号
が
結
び
付
く
過
程
で
あ
っ
た
と
さ
れ（

３８
）る

が
、
一
九
四
〇
年
に
お
け
る
「
海
国
日
本
の
精
神
」
と
は
、
ま

さ
に
軍
事
的
思
想
を
背
景
に
し
た
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
海
を
相
手
に
行
な
う
「
修
錬
」
は
、
荒
天
の
際
に
は
活
動
が
で
き
な
い
と
い
う
リ
ス
ク
を
常
に
伴
う
。
こ
の
年
の
会

期
前
半
が
ま
さ
に
そ
う
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、「
努
め
て
地
方
関
係
と
接
触
す
る
機
会
を
与
へ
、
不
知
不
識
の
間
、
日
本

人
気
質
に
触
れ
し
む
る
こ
と
に
意
を
用
ひ
、
時
に
或
は
赤
十
字
社
経
営
の
虚
弱
児
童
海
浜
療
養
所
を
訪
問
し
て
、
彼
ら
の
巧
ま
ざ
る

自
発
的
な
る
慰
藉
と
感
謝
の
交
歓
に
関
係
職
員
感
激
の
思
を
致
し
、
時
に
は
又
同
地
小
学
校
、
青
年
団
、
或
は
遠
く
安
房
中
学
よ
り

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
挑
戦
に
応
じ
、
熱
戦
の
中
自
然
日
満
人
心
の
融
合
上
相
当
の
効
果
を
修
め
得
た（

３９
）り

」
の
よ
う
な
、
き
わ
め
て

貴
重
な
「
日
本
体
験
」
の
時
間
が
代
わ
り
に
用
意
さ
れ
た
と
い
う
。
茨
城
県
友
部
の
国
民
高
等
学
校
で
の
「
田
園
修
錬
」
が
、
周
辺

と
全
く
隔
絶
さ
れ
た
環
境
で
行
わ
れ
た
こ
と
を
遺
憾
と
す
る
学
生
の
声
が
あ
っ
た
が
、
千
葉
・
富
浦
海
岸
で
の
修
錬
は
荒
天
が
功
を
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奏
す
る
余
得
も
内
包
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
一
九
四
〇
年
の
活
動
で
注
目
さ
れ
る
事
は
、
七
月
十
一
日
か
ら
八
月
三
日
ま
で
、
満
州
国
首
都
の
新
京
に
て
、「
国

内
修
錬
」
が
実
施
さ
れ
た
事
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、「
新
京
に
於
け
る
宮
廷
御
造
営
工
事
及
建
国
神
廟
建
設
工
事
」
に
、「
理
工
科

及
教
育
系
統
の
卒
業
期
留
学
生
」
を
動
員
す
る
修
錬
で
あ
っ（

４０
）た

。
新
京
到
着
後
の
七
月
十
六
日
か
ら
の
八
日
間
は
、「
建
国
忠
霊
廟

御
造
営
地
勤
労
奉
仕
作
業
」
に
従
事
し
、「
往
復
三
里
の
徒
歩
と
炎
天
下
に
於
け
る
二
時
間
余
の
土
砂
運
搬
築
山
作
業
は
、
勤
労
並

に
団
体
的
精
神
の
養
成
並
び
に
体
位
向
上
に
相
当
の
収
穫
あ
り
た
る
も
の
」
と
の
成
果
が
謳
わ
れ
た
。
た
だ
、
そ
れ
に
続
く
予
定

だ
っ
た
「
新
宮
廷
府
御
造
営
地
勤
労
奉
仕
作
業
」
は
、
雨
天
の
た
め
、
六
日
間
の
作
業
予
定
が
、
二
日
だ
け
に
終
わ
っ
た
と
い（

４１
）う

。

こ
の
「
国
内
修
錬
」
に
参
加
し
た
学
生
の
感
想
が
複
数
『
会
報
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
多
く
は
、「
感
激
」
の
羅
列
に
終
わ
っ

て
い
る
の
だ
が
、
あ
る
学
生
が
、「
滞
在
中
に
満
州
政
府
方
面
の
各
要
人
の
演
説
を
聞
い
て
、
国
家
政
治
の
様
子
も
多
少
判
り
、
各

要
人
の
人
物
も
十
分
に
認
識
し
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
私
は
理
科
系
で
あ
る
。
幾
人
の
政
府
官
吏
の
演
説
を
聞
い
て
も
、
大
部
分

は
理
工
方
面
に
関
係
な
い
事
が
多
い
の
で
す
。
現
在
の
工
業
界
の
様
子
や
理
科
方
面
研
究
の
進
展
度
は
少
し
も
知
り
え
な
か
っ
た
。

此
は
私
の
最
も
不
満
足
な（

４２
）処

」と
明
記
し
て
い
た
事
に
は
注
目
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、「
私
は
、
わ
ざ
わ
ざ
新
京
ま
で
、
政
治
的
ス
ロ
ー

ガ
ン
や
精
神
論
を
聞
き
に
来
た
の
で
は
な
い
」
と
い
う
本
音
を
文
章
に
ぶ
つ
け
る
学
生
も
存
在
し
た
の
だ
。

一
方
、
別
の
学
生
は
「
多
分
面
白
い
事
は
あ
り
ゃ
し
な
い
と
思
っ
て
い
た
此
の
修
錬
で
（
略
）
勤
労
奉
仕
な
り
講
話
な
り
（
略
）

精
神
修
錬
な
り
が
行
は
れ
た
が
、
こ
れ
ら
は
皆
僕
等
に
と
っ
て
、
決
し
て
何
の
収
穫
も
な
い
と
は
言
へ
な
い
で
あ
ら
う
」
と
、
一
応

遠
回
し
の
評
価
を
下
し
、「
だ
ら
し
の
な
か
っ
た
生
活
」
を
改
め
る
機
会
に
な
っ（

４３
）た

と
書
い
た
が
、
こ
こ
に
も
、
参
加
学
生
が
有
し

た
本
音
の
一
端
が
見
え
る
だ
ろ
う
。
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さ
ら
に
、
こ
の
年
の
「
冬
期
修
錬
」、
す
な
わ
ち
一
九
四
〇
年
一
二
月
二
四
〜
二
九
日
の
六
日
間
、
東
京
府
南
多
摩
郡
「
東
京
府

拓
務
訓
練
所
」
で
実
施
さ
れ
た
「
修
錬
」
を
め
ぐ
る
感
想
か
ら
も
同
様
の
問
題
が
看
取
で
き
る
。
こ
の
修
錬
に
は
四
〇
名
が
参
加
し

た
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
う
ち
、
四
名
の
感
想
を
紹
介
し
た
い
。

一
人
目
は
、
主
催
者
側
の
「
意
図
」
を
汲
ん
だ
模
範
的
作
文
で
あ
る
。

今
度
の
修
錬
道
場
は
、
従
来
の
道
場
と
異
な
り
、
こ
こ
は
特
に
開
拓
士
と
し
て
満
洲
へ
行
く
べ
き
人
士
が
、
予
備
訓
練
を
受

け
る
所
で
あ
る
。
故
に
我
ら
留
学
生
と
し
て
は
、
そ
の
訓
練
の
実
況
を
通
じ
て
、
日
本
青
年
の
真
意
を
、
ま
た
訓
練
所
生
と
し

て
は
我
ら
留
学
生
の
修
錬
を
通
し
て
、
満
州
青
年
の
真
意
を
、
こ
の
期
間
に
相
互
に
忌
憚
な
く
、
克
く
理
解
し
互
い
に
認
識
し

合
い
親
し
く
交
歓
し
得
た
事
は
、
実
に
民
族
協
和
の
顕
現
で
あ
り
、
最
も
有
意
義
で
あ
っ（

４４
）た

。

二
人
目
は
、「
海
浜
修
錬
」
を
熱
望
し
、「
冬
期
修
錬
」
に
は
後
ろ
向
き
で
あ
っ
た
当
初
の
逃
避
的
態
度
を
一
新
し
、「
歓
喜
」
を

実
感
し
た
と
す
る
内
容
で
あ
る
。

（
初
め
て
田
舎
の
山
奥
に
あ
る
訓
練
所
に
来
た
時
）此
処
の
閑
静
さ
に
心
を
打
た
れ
て
、
前
の
心
配
と
疑
い
と
を
一
掃
し
た
。

実
は
、
こ
の
冬
の
修
錬
を
逃
れ
て
、
来
年
の
夏
に
海
の
修
錬
に
行
き
た
い
の
が
、
僕
の
本
望
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
あ
の
円
錐

形
の
木
造
小
屋
を
見
る
と
、
一
種
の
堪
え
な
い
歓
喜
が
心
に
湧
い
た
。
何
故
な
ら
ば
、
あ
の
雑
沓
す
る
大
都
会
生
活
に
飽
き
た

僕
は
、
時
々
原
始
生
活
を
夢
見
た
。
こ
の
環
境
と
こ
の
建
築
、
一
見
し
て
原
始
そ
の
儘
で
あ（

４５
）る

。

三
人
目
は
、
一
緒
に
参
加
し
た
仲
間
た
ち
の
や
る
気
な
さ
を
慨
嘆
し
、
さ
ら
に
当
局
へ
の
批
判
に
及
ん
で
い
る
も
の
で
あ
る
。

本
来
冬
期
修
錬
に
は
熱
と
意
気
を
も
っ
て
参
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。「
し
か
る
に
、
恰
も
老
頑
廃
伍
せ

る
心
身
に
て
参
加
せ
る
方
も
無
き
に
あ
ら
ず
」。「
思
う
に
吾
等
留
学
生
の
甚
だ
自
覚
無
き
事
は
、
誠
に
悲
し
む
べ
き
現
象
な
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り
」。（
略
）

「
吾
が
親
愛
な
る
同
士
達
は
、
恰
も
集
団
を
嫌
い
、
労
働
を
忌
み
、
孤
立
安
食
を
計
ら
ん
と
致
す
心
情
あ
る
は
、
誠
に
慎
む

べ
き
に
あ
ら
ず
や
。（
略
）
吾
等
は
大
満
州
帝
国
臣
民
た
る
の
自
覚
を
忘
れ
る
事
あ
る
べ
か
ら
ず
。（
略
）

顧
み
る
に
、
二
四
日
集
合
の
第
一
印
象
よ
り
、
甚
だ
不
誠
意
の
行
動
を
現
し
、
訓
練
所
に
来
り
し
も
、
相
変
ら
ず
、
叱
言
を

頻
発
し
、
不
平
を
洩
す
等
は
、
実
に
嘆
か
わ
し
き
事
な
り
。（
略
）

大
使
館
に
申
し
上
げ
た
き
事
は
、
各
種
学
校
に
在
学
せ
る
留
学
生
の
特
殊
性
よ
り
す
れ
ば
、
無
暗
に
修
錬
参
加
を
強
制
的
に

命
ず
る
事
は
、
種
々
の
不
都
合
の
事
件
を
起
こ
し
、
其
の
影
響
す
る
所
は
極
め
て
大
な
り
。
役
所
の
机
上
論
は
、
実
情
に
相
沿

わ
ぬ
事
を
御
斟
酌
く
だ
さ
れ
ば
、
誠
に
後
輩
の
為
、
幸
い
な
り
。（
略
）
暴
言
多（

４６
）謝

」。

最
後
に
、
現
状
の
「
修
錬
」
方
針
を
真
っ
向
か
ら
否
定
し
、
も
っ
と
「
生
産
的
」
活
動
に
転
ず
べ
き
と
い
う
意
見
で
あ
る
。
彼
は
、

勤
労
作
業
に
最
も
多
く
の
時
間
を
割
く
現
状
の
修
錬
に
は
、
疑
問
が
あ
る
、
と
し
た
上
で
、
こ
う
展
開
す
る
。

多
く
は
、
神
宮
・
神
社
の
整
備
、
学
校
の
庭
園
の
草
取
り
、
石
拾
い
、
土
堀
や
建
国
神
廟
の
造
営
等
を
行
っ
て
、
非
生
産
的

な
方
面
に
の
み
力
を
注
い
で
い
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。（
略
）
国
家
精
神
の
高
揚
も
大
切
で
あ
り
ま
し
ょ
う
が
、
国
民
の
貴
重

な
る
労
働
力
を
生
産
的
方
面
に
向
け
さ
せ
る
方
が
よ
り
以
上
重
要
な
こ
と
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
我
々
の
勤
労
作
業
も
、
こ
の

意
味
に
於
い
て
、
訓
練
所
の
裏
山
の
土
運
び
の
如
き
仕
事
を
さ
せ
ず
に
、
工
場
に
行
っ
て
、
見
習
い
を
す
る
と
か
、
会
社
銀
行

で
実
習
す
る
と
か
等
々
し
た
方
が
よ
り
有
効
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。（
略
）

今
回
の
修
錬
は
、
勤
労
作
業
の
外
、
詔
書
の
奉
読
、
国
旗
掲
揚
、
軍
事
教
練
等
が
主
な
行
事
で
あ
り
、
形
式
的
な
こ
と
に
重

点
を
お
き
過
ぎ
て
い
る
感
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
、
云（

４７
）々

。

（１１５）

戦
時
下
日
本
に
お
け
る「
満
州
国
」留
学
生
た
ち
の「
修
錬
」活
動
―
―
―『
満
州
国
留
日
学
生
会
会
報
』か
ら
見
る
日
本
体
験
の
一
側
面
―
―
―



本
来
、『
満
州
国
留
日
学
生
会
会
報
』
誌
は
、「
六
大
精
神
」
を
身
に
付
け
る
こ
と
を
至
上
課
題
と
さ
れ
た
留
学
生
た
ち
の
「
模
範
」

と
な
る
記
事
だ
け
を
掲
載
す
る
の
が
望
ま
し
い
は
ず
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
で
見
た
よ
う
に
、
修
錬
に
参
加
し
た

「
不
誠
意
」
の
仲
間
た
ち
へ
の
苦
言
、
ま
た
草
取
り
等
の
「
非
生
産
的
」
活
動
に
若
者
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
傾
注
す
る
こ
と
へ
の
疑
問

を
書
き
連
ね
る
文
章
も
収
録
さ
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
本
音
が
堂
々
と
表
に
出
さ
れ
て
い
る
の
は
何
故
か
。
潜
在
す
る
不
満
分
子
の

ガ
ス
抜
き
か
、
あ
る
い
は
一
九
四
〇
年
度
の
社
会
情
勢
を
反
映
し
て
い
る
の
か
否
か
等
、
慎
重
な
判
断
を
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
と

り
あ
え
ず
は
強
烈
な
危
機
意
識
が
現
出
し
て
い
る
と
見
て
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

一
九
四
一
年
度
以
降
の
修
錬
活
動
の
記
録
に
つ
い
て
、
現
状
で
『
会
報
』
か
ら
確
認
す
る
事
は
で
き
な
い
。『
満
洲
国
学
生
日
本

留
学
拾
年
史
』（
一
九
四
二
年
）
に
の
み
簡
単
な
記
載
が
残
る
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、「
山
嶽
修
錬
」
が
一
九
四
一
年
の
七
月
十
一
日

か
ら
十
日
間
、
八
ケ
岳
山
麓
で
行
わ
れ
た
こ
と
、「
海
浜
修
錬
」
は
、
千
葉
富
浦
海
岸
で
同
時
期
に
、
九
十
九
名
が
参
加
し
て
行
わ

れ
た
こ
と
、
ま
た
「
軽
井
沢
女
子
修
錬
」
な
る
新
た
な
企
画
が
、
七
月
十
五
日
か
ら
二
十
四
日
ま
で
、
軽
井
沢
早
稲
田
大
学
野
球
部

合
宿
所
を
借
り
て
行
わ
れ
た
が
、
参
加
は
四
名
だ
け
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

同
書
は
一
九
四
二
年
度
分
ま
で
を
収
録
し
て
い
る
が
、
こ
の
年
の
「
海
浜
修
錬
」
は
千
葉
県
富
浦
か
ら
、
外
房
の
興
津
海
岸
へ
会

場
が
移
さ
れ
、
五
七
名
が
参
加
し
た
事
、
ま
た
「
女
子
海
浜
修
錬
」
も
設
定
さ
れ
、
静
岡
県
三
津
海
岸
（
現

沼
津
市
）
で
実
施
さ

れ
た
事
（
参
加
者
一
三
名
）
が
判
明
し
て
い
る
が
、
そ
れ
以
上
は
現
状
不
明
で
あ（

４８
）る

。
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む
す
び
に
代
え
て
―
留
日
学
生
に
お
け
る
「
日
本
精
神
」
論
理
解
と
そ
の
困
難
さ

本
稿
で
は
、
満
州
国
留
日
学
生
会
が
一
九
三
七
年
か
ら
実
施
し
て
き
た
「
修
錬
」
の
諸
相
を
、『
満
州
国
留
日
学
生
会
会
報
』
掲

載
論
文
の
範
囲
に
お
い
て
、
読
み
取
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
は
、
修
錬
活
動
に
参
加
し
な
い
学
生
に
対
し
て
は
、
就
職
斡
旋
の
阻
害
や

何
ら
か
の
「
処
分
」
の
示
唆
な
ど
、
強
制
性
を
ち
ら
つ
か
せ
、
何
と
か
「
六
大
精
神
」
涵
養
の
端
緒
と
し
よ
う
と
す
る
の
が
、
当
局

者
の
意
向
で
あ
っ
た
事
が
窺
え
た
。
し
か
し
、
そ
の
「
強
制
性
」
の
露
見
に
も
関
ら
ず
、
学
生
た
ち
の
内
奥
で
納
得
し
難
く
、
か
つ

受
け
入
れ
難
い
要
素
が
多
々
存
在
し
て
い
た
事
は
明
ら
か
で
あ
っ（

４９
）た

。

そ
の
推
測
を
よ
り
確
か
な
も
の
と
す
る
た
め
、「
日
本
精
神
」
論
を
め
ぐ
る
満
州
国
留
日
学
生
た
ち
の
見
解
を
以
下
で
引
用
紹
介

し
て
お
き
た
い
。

『
満
州
国
留
日
学
生
会
会
報
』
に
掲
載
さ
れ
た
諸
論
考
は
、
日
本
で
学
ぶ
留
学
生
た
ち
に
「
日
満
一
体
」
と
い
う
政
治
目
的
を
貫

徹
さ
せ
、
日
々
の
勉
学
に
取
り
組
む
士
気
を
高
め
る
と
こ
ろ
に
本
来
の
目
的
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
重
ね
て
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
た

と
え
ば
、
あ
る
留
学
生
に
よ
れ
ば
、
新
京
を
出
立
す
る
時
に
聞
い
た
民
生
部
教
育
司
長
の
訓
示
の
中
で
、「
一
番
印
象
に
残
っ
て
い

る
の
は
、
留
学
生
の
主
な
目
的
は
、
勉
強
は
勿
論
大
事
で
あ
る
が
、
こ
れ
と
同
時
に
一
層
留
意
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
事
は
、
日
本
精
神
の

体
得
で
あ
る
（
略
）
日
本
内
の
生
活
は
日
本
精
神
体
得
上
是
が
非
で
も
必
要
で
あ
る
（
略
）
こ
れ
が
派
遣
留
学
生
の
根
本
主
旨
で
あ

る
」
と
の
一
節
で
あ
っ
た
と
言（

５０
）う

。

し
か
る
に
、
こ
の
「
日
本
精
神
」
と
は
結
局
の
と
こ
ろ
、
何
だ
っ
た
の
か
。
こ
の
難
問
に
対
す
る
回
答
を
探
そ
う
と
苦
心
惨
憺
し

た
三
名
の
留
学
生
た
ち
の
言
を
紹
介
し
よ
う
。

（１１７）

戦
時
下
日
本
に
お
け
る「
満
州
国
」留
学
生
た
ち
の「
修
錬
」活
動
―
―
―『
満
州
国
留
日
学
生
会
会
報
』か
ら
見
る
日
本
体
験
の
一
側
面
―
―
―



一
人
目
は
、
優
等
生
的
理
解
で
あ
る
。
ま
ず
、
自
分
た
ち
は
、
満
州
国
の
代
表
で
あ
り
、
そ
の
「
重
大
な
使
命
に
は
、
た
だ
鞏
固

な
る
精
神
あ
る
の
み
で
す
。
巌
を
も
通
す
日
本
精
神
あ
る
の
み
で
あ
る
。
私
は
こ
こ
に
日
本
精
神
を
考
え
て
見
ま
す
に
、
そ
れ
は
私

が
日
本
に
留
学
し
て
か
ら
の
周
囲
の
人
々
の
日
常
生
活
に
現
れ
て
い
る
、
明
る
い
浄
い
真
直
な
心
で
あ
る
と
思
い
ま
す
」。「
日
本
精

神
は
正
し
い
教
育
に
よ
っ
て
、
日
本
の
人
々
に
植
え
つ
け
ら
れ
て
来
た
の
で
す
。
此
処
に
日
本
精
神
と
教
育
と
の
相
離
れ
る
事
の
で

き
な
い
関
係
が
あ
る
の
で（

５１
）す

」
と
ま
と
め
た
。
筆
者
は
師
範
学
校
留
学
生
で
あ
っ
た
が
、「
日
本
精
神
」
解
釈
を
、「
天
皇
や
国
家
に

対
す
る
忠
誠
心
」
と
言
わ
ず
に
、「
明
る
い
浄
い
真
直
な
心
」
と
捉
え
た
と
こ
ろ
に
、
そ
れ
が
含
意
す
る
抽
象
性
如
何
は
措
く
と
し

て
も
、
何
と
か
普
遍
的
文
脈
で
理
解
し
よ
う
と
す
る
苦
心
が
窺
え
る
。

一
方
、
次
の
よ
う
に
解
釈
し
よ
う
と
す
る
学
生
も
い
た
。
す
な
わ
ち
、
偶
然
出
会
っ
た
日
本
人
大
学
生
が
、「「
も
う
日
本
精
神
を

覚
え
ま
し
た
か
」
と
漠
然
と
し
て
聞
い
た
。
急
に
聞
か
れ
る
と
、
さ
す
が
に
答
え
よ
う
が
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
答
え
る
べ
く
次
の

如
く
話
を
進
め
た
。「
僕
等
に
日
本
精
神
は
何
で
あ
る
か
、
又
そ
れ
を
覚
え
た
か
、
と
聞
く
よ
り
も
先
ず
そ
の
人
が
真
に
日
本
人
的

に
な
っ
て
居
る
か
、
否
か
を
見
る
べ
き
で
あ
る
。
勿
論
知
っ
て
居
れ
ば
発
表
は
出
来
る
筈
だ
。
し
か
し
、
美
辞
麗
句
を
つ
ら
ね
て
単

な
る
空
理
空
論
の
み
が
そ
れ
の
全
部
と
は
言
え
な
い
も
の
だ
。
即
ち
日
本
精
神
は
真
の
日
本
人
が
為
し
た
行
為
の
す
べ
て
で
あ
る
」

と
答
え
、
具
体
的
に
は
、
楠
木
正
成
の
思
想
と
行
動
を
挙
げ
て
説
明
し（

５２
）た

云
々
。

こ
の
学
生
は
文
章
の
最
後
で
、「
忠
君
愛
国
」
的
議
論
に
収
斂
さ
せ
、「
模
範
解
答
」
に
落
と
し
込
も
う
と
し
て
い
る
が
、「
日
本

精
神
」
な
る
空
虚
な
概
念
を
自
明
の
も
の
と
し
て
嵩
に
す
る
「
日
本
人
」
を
婉
曲
な
が
ら
も
、
批
判
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
る
。

同
様
な
主
張
は
、
別
の
学
生
か
ら
も
呈
さ
れ
て
い
る
。

我
々
が
日
本
に
留
学
し
た
そ
も
そ
も
の
目
的
は
、
先
ず
こ
の
日
本
精
神
を
理
解
し
体
得
し
、
か
つ
各
自
の
専
門
と
す
る
学
術
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を
研
鑽
し
て
、
以
て
日
満
一
体
の
楔
子
と
な
る
こ
と
に
あ
る
筈
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
日
本
精
神
な
る
も
の
は
、
容
易
に

我
々
に
理
解
さ
れ
る
も
の
で
し
ょ
う
か
。
実
の
所
、
私
も
た
だ
朧
ろ
げ
な
が
ら
、
あ
あ
い
う
も
の
が
日
本
精
神
だ
な
あ
、
と
し

か
思
惟
す
る
に
過
ぎ
な
い
（
略
）
何
故
な
ら
、
こ
れ
こ
そ
は
真
の
日
本
精
神
で
あ
る
と
如
実
に
示
し
て
く
れ
る
も
の
が
な
い
か

ら
で
あ
る
。
今
試
に
、
我
々
の
敬
慕
す
る
先
生
方
に
、
日
本
精
神
と
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
と
問
う
て
み
ま
し
ょ
う
。
果

た
し
て
即
座
に
具
体
的
に
答
え
て
く
だ
さ
る
で
あ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
あ
る
人
は
日
本
歴
史
上
の
史
実
を
例
と
し
て
説
き
、
あ

る
人
は
あ
る
い
は
朝
日
に
匂
う
山
桜
花
云
々
と
説
く
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
で
は
、
我
々
は
漠
と
し
て
い
て
、
十
分
に
呑
み
込
め
な

い
の
で
あ
ろ
う
と
思（

５３
）う

。

当
人
が
ど
こ
ま
で
自
覚
的
か
は
措
く
と
し
て
、
そ
も
そ
も
「
日
本
人
」
自
身
に
も
「
日
本
精
神
」
な
ぞ
分
か
っ
て
い
な
い
の
で
あ

る
、
と
い
う
痛
烈
な
批
判
が
こ
こ
に
明
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

『
満
州
国
留
日
学
生
会
会
報
』
誌
上
に
は
、
こ
う
し
た
「
日
本
精
神
」
へ
の
疑
義
の
み
か
、「
満
州
国
建
国
精
神
」
に
つ
い
て
の
疑

問
ま
で
も
、
留
日
学
生
が
提
出
し
て
い
た
点
も
加
え
て
お
き
た
い
。

建
国
の
精
神
に
つ
い
て
は
政
府
其
の
他
の
機
関
よ
り
数
多
く
の
説
明
が
な
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
説
明
は
余
り
に
抽
象
的
で
、

我
々
に
は
確
然
と
把
握
し
難
く
、
も
っ
と
分
り
や
す
く
、
よ
り
具
体
的
に
（
例
え
ば
、
王
道
と
は
何
で
あ
る
か
？

そ
の
具
体

的
内
容
を
説
明
し
て
頂
き
た
い
）
御
教
示
く
だ
さ
れ
ば
幸
甚
に
存
じ
ま
す
。
建
国
精
神
を
し
っ
か
り
と
把
握
す
る
こ
と
が
出
来

得
れ
ば
、
毎
夕
我
々
が
何
の
為
に
建
国
神
廟
に
礼
拝
す
る
か
、
と
い
う
こ
と
も
自
ら
分
っ
て
く
る
こ
と
と
思
い
ま（

５４
）す

。

こ
の
問
い
か
け
に
対
し
、「
分
か
り
や
す
い
」
説
明
が
で
き
る
「
満
州
国
人
」
お
よ
び
「
日
本
人
」
は
、
ど
れ
ほ
ど
い
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
こ
そ
、
満
州
国
留
日
学
生
た
ち
の
煩
悶
が
確
実
に
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
。

（１１９）

戦
時
下
日
本
に
お
け
る「
満
州
国
」留
学
生
た
ち
の「
修
錬
」活
動
―
―
―『
満
州
国
留
日
学
生
会
会
報
』か
ら
見
る
日
本
体
験
の
一
側
面
―
―
―



本
稿
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
『
満
州
国
留
日
学
生
会
会
報
』
の
記
事
の
中
か
ら
、
留
日
学
生

の
「
修
錬
」
活
動
の
実
態
や
そ
れ
に
付
随
す
る
「
日
本
精
神
」
理
解
の
一
端
を
粗
く
に
ま
と
め
た
に
過
ぎ
な
い
。
今
後
は
、
彼
ら
の

日
本
国
内
の
見
学
旅
行
に
対
す
る
感
想
文
な
ど
も
併
せ
検
討
す
る
中
で
、
戦
時
下
日
本
で
、
彼
ら
が
何
を
考
え
、
日
本
を
ど
の
よ
う

に
捉
え
て
い
っ
た
の
か
、
そ
の
「
日
本
体
験
」
を
総
体
と
し
て
明
ら
か
に
す
る
作
業
を
継
続
し
て
い
き
た
い
。

注（
１
）
さ
ね
と
う
・
け
い
し
ゅ
う
（
実
藤
恵
秀
）『
中
国
日
本
留
学
史
稿
』
日
華
学
会
、
一
九
三
九
年
、
同
『
中
国
人
日
本
留
学
史
』
く
ろ

し
お
出
版
、
一
九
六
〇
年
。

（
２
）
研
究
史
全
体
を
カ
バ
ー
す
る
こ
と
は
措
か
ざ
る
得
な
い
が
、
こ
こ
で
は
、
清
末
か
ら
「
抗
日
戦
争
勝
利
」
に
至
る
ま
で
の
長
い
時
代

を
、
国
内
外
の
研
究
者
が
多
面
的
に
論
じ
て
い
る
大
里
浩
秋
・
孫
安
石
編
著
に
よ
る
三
部
作
『
中
国
人
日
本
留
学
史
研
究
の
現
段
階
』（
二

〇
〇
二
年
）、『
留
学
生
派
遣
か
ら
見
た
近
代
日
中
関
係
史
』（
二
〇
〇
九
年
）、『
近
現
代
中
国
人
留
学
生
の
諸
相
』（
二
〇
一
五
年
、
と
も

に
御
茶
の
水
書
房
）
の
み
を
挙
げ
て
お
く
。

（
３
）
「
明
治
〜
昭
和
期
の
千
葉
医
学
専
門
学
校
・
千
葉
医
科
大
学
に
お
け
る
留
学
生
の
動
向
」『
国
際
教
育
』
第
二
号
、
二
〇
〇
九
年
。『
近

代
の
千
葉
と
中
国
留
学
生
た
ち
』
千
葉
日
報
社
、
二
〇
〇
九
年
。「
戦
前
期

留
日
医
薬
学
生
の
帰
国
後
の
活
動
と
現
代
中
国
に
お
け
る

評
価
」『
国
際
教
育
』
第
三
号
、
二
〇
一
〇
年
。「
戦
前
期
に
お
け
る
千
葉
高
等
園
芸
学
校
の
留
学
生
と
そ
の
動
向
」『
国
際
教
育
』
第
四

号
、
二
〇
一
一
年
。「
戦
前
期
に
お
け
る
東
京
高
等
工
芸
学
校
（
現
千
葉
大
学
工
学
部
）
の
留
学
生
と
そ
の
動
向
」『
国
際
教
育
』
第
六
号
、

二
〇
一
三
年
。

（
４
）
「
一
九
二
〇
〜
三
〇
年
代
に
お
け
る
中
国
留
学
生
の
日
本
旅
行
記
」『
人
文
研
究
（
千
葉
大
学
）』
四
〇
号
、
二
〇
一
一
年
。「
一
九
三

〇
年
代
に
お
け
る
中
国
留
学
生
た
ち
の
日
本
見
学
旅
行
」（
矢
嶋
道
文
編
著『
互
恵
と
交
流
』ク
ロ
ス
カ
ル
チ
ャ
ー
出
版
）、
二
〇
一
四
年
。

千
葉
大
学
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「
近
代
千
葉
に
お
け
る
中
国
留
学
生
と
海
水
浴
体
験
」『
千
葉
史
学
』
六
〇
号
、
二
〇
一
二
年
。

（
５
）
「
太
平
洋
戦
争
下
に
お
け
る
留
日
中
国
学
生
の
夏
季
錬
成
団
」『
人
文
研
究
（
千
葉
大
学
）』
四
二
号
、
二
〇
一
三
年
。「
一
九
四
〇
年

の
「
中
華
民
国
留
日
学
生
会
」
と
日
華
学
会
」『
中
国
研
究
月
報
』
八
〇
〇
号
、
二
〇
一
四
年
。

（
６
）
満
州
国
留
学
生
を
め
ぐ
る
主
な
研
究
と
し
て
、
劉
振
生
『「
満
州
国
」
日
本
留
学
史
研
究
』
吉
林
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
、
劉

「「
満
洲
国
」
日
本
留
学
生
の
派
遣
」（
大
里
・
孫
編
著
『
留
学
生
派
遣
か
ら
見
た
近
代
日
中
関
係
史
』
二
〇
〇
九
年
）、
劉
『
近
代
東
北

人
留
学
日
本
史
』
民
族
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
、
周
一
川
『
中
国
女
性
の
日
本
留
学
史
研
究
』
国
書
刊
行
会
、
二
〇
〇
〇
年
、
浜
口
裕
子

『
満
洲
国
留
日
学
生
の
日
中
関
係
史
―
満
洲
事
変
・
日
中
戦
争
か
ら
戦
後
民
間
外
交
へ
』、
勁
草
書
房
、
二
〇
一
五
年
、
河
路
由
佳
・
淵

野
雄
二
郎
・
野
本
京
子
『
戦
時
体
制
下
の
農
業
教
育
と
中
国
人
留
学
生
』
農
林
統
計
協
会
、
二
〇
〇
三
年
、
王
嵐
『
戦
前
日
本
の
高
等
商

業
学
校
に
お
け
る
中
国
人
留
学
生
に
関
す
る
研
究
』、
学
文
社
、
二
〇
〇
四
年
な
ど
が
あ
る
。

（
７
）
「
戦
前
期
に
お
け
る
千
葉
師
範
学
校
（
現
千
葉
大
学
教
育
学
部
）
の
留
学
生
た
ち
」『
国
際
教
育
』
第
九
号
、
二
〇
一
六
年
。

（
８
）
「
留
学
生
須
知
」『
満
洲
国
留
日
学
生
録

昭
和
一
三
年
、
康
徳
五
年
度
』
一
九
三
八
年
、
二
二
七
頁
。

（
９
）
東
京
文
理
大
学
・
東
京
高
等
師
範
学
校

紀
元
二
千
六
百
年
記
念
会
編
著『
現
代
支
那
満
洲
教
育
資
料
』、
培
風
館
、
一
九
四
〇
年
、

四
二
〇
頁
。

（
１０
）
こ
の
よ
う
な
教
育
方
針
を
、
日
本
に
よ
る
「
奴
隷
化
教
育
」
と
批
判
す
る
観
点
は
現
代
中
国
で
は
共
通
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
た
と

え
ば
、
王
智
新
編
著『
日
本
の
植
民
地
教
育
・
中
国
か
ら
の
視
点
―
中
国
学
者
看
日
本
侵
華
奴
化
教
育
史
』社
会
評
論
社
、
二
〇
〇
〇
年
、

な
ど
。

（
１１
）
「
認
可
試
験
」
は
、
筆
記
試
験
、
口
頭
試
問
、
身
体
検
査
か
ら
な
る
が
、
筆
記
は
「
国
民
道
徳
」、「
国
語
（
日
語
及
満
語
又
ハ
日
語

及
蒙
古
語
ノ
解
釈
作
文
）」、「
数
学
（
代
数
及
幾
何
）」
の
三
科
目
で
あ
っ
た
（「
留
学
生
規
程
」『
満
洲
国
留
日
学
生
録

昭
和
一
三
年
、

康
徳
五
年
度
』
一
九
三
八
年
、
二
一
六
〜
二
一
八
頁
。
ま
た
、
周
一
川
「『
満
洲
国
』
の
留
学
政
策
と
留
日
学
生
」（
周
『
中
国
女
性
の
日

本
留
学
史
研
究
』
国
書
刊
行
会
、
二
〇
〇
〇
年
、
二
六
六
〜
二
六
八
頁
、
を
参
照
）。

（
１２
）
平
田
幸
弘
（
元
陸
軍
大
佐
）「
新
留
日
学
生
を
迎
ふ
る
の
辞
」『
満
州
国
留
日
学
生
会
会
報
』（
以
下
『
会
報
』
と
略
）、
六
巻
四
号
、

（１２１）

戦
時
下
日
本
に
お
け
る「
満
州
国
」留
学
生
た
ち
の「
修
錬
」活
動
―
―
―『
満
州
国
留
日
学
生
会
会
報
』か
ら
見
る
日
本
体
験
の
一
側
面
―
―
―



一
九
四
一
年
四
月
）。

（
１３
）
前
掲
、
見
城
「
戦
前
期
に
お
け
る
千
葉
師
範
学
校
（
現
千
葉
大
学
教
育
学
部
）
の
留
学
生
た
ち
」、
一
三
一
〜
一
三
二
頁
を
参
照
の

こ
と
。

（
１４
）
「
第
二
章

学
生
会
の
沿
革
」（
謝
廷
秀
編
『
満
洲
国
学
生
日
本
留
学
拾
年
史
』、
学
生
会
中
央
事
務
所
、
一
九
四
二
年
）
一
六
五
〜

一
六
七
頁
。

（
１５
）
「
宣
誓
」『
会
報
』（
満
州
国
留
日
学
生
会
成
立
特
輯
号
）
第
四
号
、
一
九
三
六
年
九
月
、
二
頁
。

（
１６
）
日
華
学
会
は
一
九
一
八
年
に
小
松
原
英
太
郎
を
会
長
と
し
、
渋
沢
栄
一
等
の
財
界
人
を
顧
問
と
し
て
設
立
さ
れ
た
財
団
で
、
留
学
生

に
対
す
る
寄
宿
舎
提
供
、
経
済
援
助
、
日
本
語
予
備
校
の
経
営
な
ど
を
行
っ
て
い
た
（
砂
田
實
編
『
日
華
学
会
二
十
年
史
』、
一
九
三
九

年
、
参
照
）。

（
１７
）
前
掲
、
見
城
「
近
代
千
葉
に
お
け
る
中
国
留
学
生
と
海
水
浴
体
験
」。
な
お
、
こ
の
銷
夏
団
は
、
一
九
四
一
年
ま
で
継
続
し
た
が
、

四
二
年
か
ら
は
、
群
馬
な
ど
の
山
岳
地
帯
で
の
「
錬
成
団
」
に
変
更
さ
れ
て
い
く
。
そ
れ
ら
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
前
掲
、
見
城
「
太
平

洋
戦
争
下
に
お
け
る
留
日
中
国
学
生
の
夏
季
錬
成
団
」
を
参
照
の
こ
と
。

（
１８
）
「
留
日
学
生
富
浦
海
岸
銷
夏
団
之
回
憶
（
原
文
中
国
語
）」『
会
報
』
第
三
号
、
一
九
三
六
年
七
月
、
五
頁
。

（
１９
）
「
富
浦
銷
夏
団
員
募
集
」『
会
報
』
第
三
号
、
一
九
三
六
年
七
月
、
一
頁
。

（
２０
）
「
夏
期
修
錬
状
況
」『
会
報
』
一
〇
号
、
一
九
三
七
年
九
月
、
五
頁
。

（
２１
）
「
夏
期
修
錬
状
況
」『
会
報
』
一
〇
号
、
一
九
三
七
年
九
月
、
五
頁
。

（
２２
）
「
夏
期
修
錬
状
況
」『
会
報
』
一
〇
号
、
一
九
三
七
年
九
月
、
五
頁
。

（
２３
）
一
九
二
六
年
に
石
黒
忠
篤
、
那
須
皓
な
ど
に
よ
り
、
加
藤
完
治
を
校
長
と
し
て
茨
城
県
友
部
に
設
立
さ
れ
た
「
国
民
高
等
学
校
」
の

こ
と
で
、
農
村
塾
風
の
勤
労
青
年
を
対
象
と
し
た
教
育
施
設
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
主
に
、
満
洲
開
拓
を
す
る
人
材
養
成
が
行
わ
れ
た
（
野

本
京
子
『
戦
前
期
ペ
ザ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
系
譜
―
農
本
主
義
の
再
検
討
』
日
本
経
済
評
論
社
、
一
九
九
九
年
な
ど
を
参
照
）。

（
２４
）
以
上
、
三
修
錬
の
概
況
に
つ
い
て
は
、「
夏
期
修
錬
状
況
」（『
会
報
』
一
〇
号
、
一
九
三
七
年
九
月
、
五
頁
）
に
よ
る
。

千
葉
大
学
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（
２５
）
「
田
園
修
錬
感
想
」『
会
報
』
一
〇
号
、
一
九
三
七
年
九
月
、
八
頁
。
な
お
、
こ
の
作
文
に
は
、
筆
者
の
氏
名
お
よ
び
所
属
学
校
名
が

付
さ
れ
て
い
る
。
し
か
る
に
、
本
論
中
で
、
そ
れ
ら
を
明
示
す
る
事
が
、
筆
者
お
よ
び
関
係
者
に
不
利
益
を
与
え
る
可
能
性
を
否
定
で
き

な
い
た
め
、
そ
れ
ら
は
伏
せ
る
こ
と
と
す
る
。
以
下
で
紹
介
す
る
「
感
想
」
に
つ
い
て
も
、
同
様
の
措
置
を
取
る
こ
と
と
す
る
。

（
２６
）
一
九
三
七
年
十
二
月
二
十
日
付
の
駐
日
満
州
国
大
使
館
に
よ
る
「
大
使
館

告
」『
会
報
』
第
三
巻
第
一
号
、
一
九
三
八
年
一
月
、

二
頁
。
な
お
、「
各
学
校
一
年
在
学
の
官
費
生
（
文
化
事
業
費
補
助
費
生
ヲ
含
ム
）
ニ
シ
テ
本
年
ノ
夏
期
修
錬
ニ
参
加
セ
ザ
リ
シ
者
ハ
明

年
度
夏
期
修
錬
ニ
参
加
セ
シ
ム
」
と
の
補
足
も
加
え
ら
れ
て
い
る
。

（
２７
）
翌
三
八
年
六
月
発
行
の
『
会
報
』（
日
満
学
生
の
夕

特
輯
号
）
に
は
、「
大
使
館

告
解
説
」
と
し
て
、「
命
令
参
加
者
ノ
範
囲
」

が
以
下
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
た
。
①
明
春
卒
業
予
定
ノ
補
助
費
生
（
文
化
事
業
部
補
助
費
生
ヲ
含
ム
）。
但
シ
大
学
予
科
、
予
備
部

及
高
等
学
校
卒
業
予
定
者
ハ
含
マ
ズ
、
②
本
年
度
入
学
新
入
学
生
ハ
補
助
費
生
ト
自
費
生
タ
ル
ト
ヲ
問
ハ
ズ
全
員
（
中
等
学
校
学
生
ハ
含

マ
ズ
）。
専
門
学
校
ヨ
リ
進
学
シ
タ
ル
者
ハ
、
昨
年
度
参
加
者
不
参
加
者
タ
ル
ト
ヲ
問
ハ
ズ
命
令
参
加
者
ト
シ
テ
取
扱
フ
。
但
シ
、
高
等

学
校
卒
業
生
ニ
シ
テ
昨
年
度
命
令
参
加
シ
タ
ル
者
ハ
含
マ
ズ
。
予
科
、
予
備
部
ヲ
修
了
シ
本
年
学
部
ニ
進
学
シ
タ
ル
者
ニ
シ
テ
昨
年
修
錬

セ
ザ
リ
シ
者
。
③
大
学
院
在
学
者
ハ
昨
年
度
参
加
シ
タ
ル
者
ヲ
除
キ
、
全
部
本
年
度
命
令
参
加
者
ト
シ
テ
取
扱
フ
、
云
々
。
な
お
、「
命

令
参
加
者
」以
外
に
、「
自
由
参
加
」も
認
め
ら
れ
て
い
て
、「
申
込
順
ニ
依
リ
予
定
人
員
ノ
範
囲
内
ニ
於
テ
取
扱
フ
」と
規
定
さ
れ
て
い
た
。

な
お
、
一
九
三
八
年
一
二
月
発
行
の
『
会
報
』
第
三
巻
第
十
一
号
に
、「
冬
期
修
錬
ニ
関
ス
ル
件
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
中

に
は
、「
修
錬
ニ
参
加
セ
ザ
ル
卒
業
生
ノ
就
職
斡
旋
ハ
、
人
物
調
書
作
製
遅
延
ス
ル
ニ
付
キ
、
其
ノ
就
職
斡
旋
モ
亦
遅
延
ス
ル
コ
ト
ア
ル

ベ
キ
ヲ
以
テ
、
予
メ
承
知
シ
置
ク
ベ
シ
」（
三
頁
）
と
の
脅
迫
ま
が
い
の
言
辞
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
付
言
し
て
お
き
た
い
。

（
２８
）
大
島
正
時
「
秩
父
工
民
道
場
冬
期
修
錬
団
報
告
」『
会
報
』
第
三
巻
第
二
号
、
一
九
三
八
年
二
月
、
五
頁
。

（
２９
）
「
冬
期
修
錬
旅
行
報
告
」『
会
報
』
第
三
巻
第
二
号
、
一
九
三
八
年
二
月
、
七
頁
。

（
３０
）
「
夏
期
修
錬
実
施
要
領
」『
会
報
』（
日
満
学
生
の
夕

特
輯
号
）
一
九
三
八
年
六
月
、
一
〇
頁
。
な
お
、
一
九
三
八
年
度
の
「
夏
期

修
錬
」
の
「
成
果
と
課
題
」
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
号
（
冊
子
）
が
、
遺
憾
な
が
ら
現
状
で
は
欠
号
（
未
発
見
）
で
あ
る
た
め
、

そ
の
内
容
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（１２３）

戦
時
下
日
本
に
お
け
る「
満
州
国
」留
学
生
た
ち
の「
修
錬
」活
動
―
―
―『
満
州
国
留
日
学
生
会
会
報
』か
ら
見
る
日
本
体
験
の
一
側
面
―
―
―



（
３１
）
「
冬
期
修
錬
実
施
状
況
」『
会
報
』
第
四
巻
第
二
号
、
一
九
三
九
年
二
月
、
三
頁
。

（
３２
）
「
冬
期
修
錬
の
反
省
」『
会
報
』
第
四
巻
第
二
号
、
一
九
三
九
年
二
月
、
五
頁
。

（
３３
）
「
冬
期
修
錬
を
終
へ
て
」『
会
報
』
第
四
巻
第
二
号
、
一
九
三
九
年
二
月
、
五
頁
。

（
３４
）
前
掲
『
満
洲
国
学
生
日
本
留
学
拾
年
史
』、
一
八
八
〜
一
八
九
頁
。

（
３５
）
『
会
報
』（
夏
期
修
錬
特
輯
号
）
第
五
巻
第
八
・
九
号
、
一
九
四
〇
年
九
月
、
一
〇
頁
。

（
３６
）
『
会
報
』
第
五
巻
第
六
号
、
一
九
四
〇
年
六
月
、
一
〇
頁
。

（
３７
）
『
会
報
』（
夏
期
修
錬
特
輯
号
）
第
五
巻
第
八
・
九
号
、
一
九
四
〇
年
九
月
、
六
頁
。

（
３８
）
前
掲
、
見
城
「
近
代
千
葉
に
お
け
る
中
国
留
学
生
と
海
水
浴
体
験
」、
一
三
九
頁
。

（
３９
）
『
会
報
』（
夏
期
修
錬
特
輯
号
）
第
五
巻
第
八
・
九
号
、
一
九
四
〇
年
九
月
、
七
頁
。

（
４０
）
『
会
報
』（
夏
期
修
錬
特
輯
号
）
第
五
巻
第
八
・
九
号
、
一
九
四
〇
年
九
月
、
三
頁
。

（
４１
）
『
会
報
』（
夏
期
修
錬
特
輯
号
）
第
五
巻
第
八
・
九
号
、
一
九
四
〇
年
九
月
、
七
頁
。

（
４２
）
『
会
報
』
第
五
巻
第
十
号
、
一
九
四
〇
年
十
月
、
七
頁
。

（
４３
）
『
会
報
』
第
五
巻
第
十
号
、
一
九
四
〇
年
十
月
、
七
頁
。

（
４４
）
「
康
徳
七
年
度
冬
期
修
錬
実
施
状
況
」『
会
報
』
六
巻
二
号
、
一
九
四
一
年
二
月
、
五
頁
。

（
４５
）
「
修
錬
中
の
感
想
」『
会
報
』
六
巻
二
号
、
一
九
四
一
年
二
月
、
七
頁
。

（
４６
）
「
冬
期
修
錬
に
就
い
て
感
ず
る
所
」『
会
報
』
六
巻
二
号
、
一
九
四
一
年
二
月
、
八
頁
。

（
４７
）
「
感
想
」『
会
報
』
六
巻
二
号
、
一
九
四
一
年
二
月
、
十
頁
。

（
４８
）
以
上
に
つ
い
て
は
、
前
掲
『
満
洲
国
学
生
日
本
留
学
拾
年
史
』、
一
九
一
〜
一
九
三
頁
。

（
４９
）
満
州
国
留
学
生
の
抗
日
運
動
に
つ
い
て
は
、
菊
池
一
隆
が
内
務
省
警
保
局
の
『
外
事
警
察
概
況
』
な
ど
を
用
い
、
明
ら
か
に
し
て
い

る
（
菊
池
『
戦
争
と
華
僑
』
汲
古
書
院
、
二
〇
一
一
年
）。
な
お
、
見
城
は
一
九
四
〇
年
に
発
足
し
た
「
中
華
民
国
留
学
生
会
」
の
背
景

に
つ
い
て
、『
外
事
警
察
概
況
』
を
用
い
、
留
学
生
も
囲
む
政
治
状
況
へ
の
言
及
を
し
た
（
見
城
「
一
九
四
〇
年
に
お
け
る
『
中
華
民
国

千
葉
大
学

人
文
研
究

第
四
十
六
号

（１２４）



留
日
学
生
会
』
の
創
設
と
日
華
学
会
」『
中
国
研
究
月
報
』
二
〇
一
四
年
一
〇
月
号
）。

（
５０
）
「
和
の
精
神
」『
会
報
』
七
巻
五
号
、
一
九
四
二
年
五
月
、
三
頁
。

（
５１
）
「
日
本
精
神
と
教
育
」『
会
報
』
六
巻
六
・
七
号
、
一
九
四
一
年
七
月
、
五
頁
。

（
５２
）
「
徒
然
文
集
に
拾
ふ
」『
会
報
』
七
巻
二
号
、
一
九
四
二
年
二
月
、
十
一
頁
。

（
５３
）
「
日
本
精
神
に
つ
い
て
」『
会
報
』
六
巻
五
号
、
一
九
四
一
年
五
月
、
七
頁
。

（
５４
）
「
感
想
」『
会
報
』
六
巻
二
号
、
一
九
四
一
年
二
月
、
六
頁
。

（１２５）

戦
時
下
日
本
に
お
け
る「
満
州
国
」留
学
生
た
ち
の「
修
錬
」活
動
―
―
―『
満
州
国
留
日
学
生
会
会
報
』か
ら
見
る
日
本
体
験
の
一
側
面
―
―
―


